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序章
胎児期や周産期などの個体発生の早期に，び慢性の脳障害を受けた事例には，身体の諸機能にわた
り重度で重複した障害がみられる。重度脳障害児。者（重障者）一般において指摘される，環境条件
変化や働きかけに対して「行動上の応答的変化を観察することが困難である」という臨床像も，その
典型的現われである。このような臨床像の中核にある脳疾患のなかには，線状体，淡蒼球，視床下核，
視床等，いわゆる不随意運動中枢にまで至る病変も見られ，実に多様な重障者の障害像が解剖学的対
応関係からも明らかにされている。こうした多岐にわたる障害像を背景に，重障者の療育活動には個
別的発達課題の設定が求められる。しかし，実際の評価法の確立に際しては問題も多く，重障者の発
達支援活動を組織的に取り組むにはいまだ残されている課題は多い。本研究は，このような最重度の
重障者の発達援助という実践的目標に接近するために，重障者が生活経験を通して外的環境に向かう
反応や働きかけに対する応答を獲得していく過程を生理心理学的方法により明らかにすることを目的
としている。こうした課題のもと，本論文は研究の流れに沿って内容を４部構成として各部内におけ
る個別課題を検討した。
第１部重度脳障害事例における応答'性の発達過程に関する基礎的検討
第１部の課題は，研究全体を通じての基礎的検討と位置づけた。すなわち，ここでは本研究全体を
通じて把握しておく必要があると考えられる重障者の脳機能状態及び障害に関しての評価を試みた。
具体的には，ABR，MLR，ＳＶＲの一連の聴性誘発反応指標を用いて重障者の聴覚系および基礎的脳
機能状態を多水準的に評価した。障害部位が必ずしも聴覚伝導路に限局するとはいえないが，方法論
的に末梢から中枢へ至る機能状態を把握する上で，一連の聴覚誘発電位指標の活用が現在もっとも有
効であると考えられた。
健常成人のＡＢＲ結果を基に，ＡＢＲ各波潜時の延長を「聴力障害｣，１－Ｖ潜時の延長を「脳幹機
能障害」と位置づけた。そして，これらＡＢＲの時間パラメータによって，複数の重障者を異なる障
害型に分類し，それぞれの障害型にみられる中．長潜時反応の各成分潜時について検討した。その結
果，１－Ｖ潜時の延長が認められた重障者で長潜時反応の各波潜時の延長が認められ，１－Ｖ潜時が
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正常であったものとの間に差が認められた。この傾向は出現潜時が長い成分ほど顕著であり，成分起
源が高次な水準にある反応ほどその出現潜時に脳幹部における障害程度が大きく影響するということ
が示された。ここで得られた結果は，以降，対象の抽出に活用した。
ところで，本研究では第Ⅱ部以降において，主として心拍指標により重障者の刺激一応答性に関す
る発生。発達過程を検討鬘する。そこで第１部では，次の基本的検討も併せて行った。すなわち，心拍
指標の中でも，注意に関する新たな生理心理学的指標として注目を集めてきている呼吸性洞不整脈
(RSA）をとりあげ，この指標に環境や心理的変化が及ぼす影響について健常成人を含めた基礎的研
究を行った。具体的には心拍変動と呼吸運動に関して周波数解析（スペクトル解析）を適用し，以下
の諸点を明らかにした。
健常成人を対象とした場合，安静時心拍変動中において低周波成分（LF)，及び，より優勢な高周
波成分（班:ＲＳＡと同義）の同定が可能であることが確認され，精神的負荷条件ではＬＦおよびＨＰ
成分のパワの優劣関係が逆転し，このことは持続的注意の反映と考えられた。以上より，心拍データ
に周波数解析法を適用することで対象の持続的な心的緊張状態の評価が可能であることが示された。
重障者に関しては，安静時においてもＲＳＡが消失した複雑なスペクトル構造を示す事例が存在し
た。ＲＳＡは脳幹部呼吸中枢と心臓中枢との相互作用により形成され，呼吸中枢の障害によってＲＳＡ
は消失するとされており，心拍変動への周波数解析の適用は，重障者の脳幹機能の新たな評価法とし
て今後注目すべき手法であると考えられた。一方，別の事例では安静覚醒条件と精神的負荷条件の双
方で健常者と類似した心拍スペクトル構造を示した。このように，重篤な脳障害を有する事例におい
ても，新奇刺激や人的かかわりに対する持続的注意の反映と考えられる変化が認められたことは意義
深い。
第Ⅱ部重度脳障害事例における能動的反応の発達過程に関する縦断的検討
第１部でのＲＳＡに関する基本的知見をふまえて，第Ⅱ部では，まず健常乳児の生後半年間にわた
るＲＳＡ発現過程について検討し，発達初期におけるＲＳＡ指標に関する基本的考察を行なった。さら
に，これと併せてＲＳＡを背景として生じる聴覚刺激（養育者の「名前呼び」刺激：以下，呼名刺激）
に対する定位的反応の発生。発達過程について明らかにするとともに，両者の発達的連関について検
討した。そして，そこで得られる各種心拍動態の健常発達過程に関する結果をふまえて，重障者の，
同じく養育者による呼名刺激に対する定位的反応の発達過程を縦断的に検討した。重障者の検討を行
なう際，これまでに同一事例に関して蓄積されてきた心拍資料を活用し，個別事例の遡及的な分析を
行うとともに，追跡的記録を行なった。以上の検討の結果，次のことが明らかになった。
まず，健常乳児の一過性心拍反応に関する縦断的検討の結果からは，養育者の呼名に対して優勢に
出現する反応が，驚|豐的加速反応から定位的減速反応へ，そしてより選択的で能動的な性質をもつ加
速反応へと推移することが示された。このような発達的変化は，各種聴覚刺激の中で，日常的なかか
わりを継続している母親による呼名に対して最も早期にみられるものであり，自分の名前に信号性を
獲得していく過程を反映するものと考えられた。一方，ＲＳＡの出現動態は，その出現率に関して増
加一減少一増加の三相の変化相を示すことがわかった。一過性反応との関連については，減速反応の
発生年齢とＲＳＡ出現率が高くなる年齢がほぼ同じであった。ＲＳＡは，その出現が副交感神経系の緊
張を示すとされる。従って，心理的機能としての随意的注意機能の成熟は，副交感神経系の機能成熟
という生理的基盤と密接な関連を持って発達的展開をみせることが示唆された。他方，加速反応の発
生年齢はＲＳＡ出現率が減少する年齢と近いこともわかり，能動的性質をもったこの反応との関連性
が指摘できた。
次に，重障者の縦断的検討の結果からは，一過性心拍反応およびＲＳＡの両指標とも健常乳児の発
達的変化と同じ過程を，より時間をかけて展開的に推移することが明らかになった。そして，健常乳
児と同様に呼名刺激に対して能動的加速反応が出現したが，その形態が乳児においてみられたものと
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異なった。すなわち，重障者では，まず１秒以内の短潜時で生じる減速反応が先駆けて生じ，その後
に大きく加速した。これは強い能動的性質を反映するものと思われるが，健常発達過程においては，
生後５～６ヶ月間において爆発的に心拍反応形態の分化が生じるため，上の検討では看過されたもの
と考えられた。
第Ⅲ部重度脳障害事例における選択的注意機能の評価に関する生理心理学的検討
第Ⅲ部では，第Ⅱ部でとりあげた信号性の獲得に関して，より詳細な検討を目的とした。まず，基
本的検討として，定位反射の~側面として選択的注意機能を取り上げた。そして，異なる刺激に対す
る弁別機能を評価できる脳波事象関連電位を用い，重障者の選択的注意機能の評価を試みた。条件と
しては対象に課題を要求しない，いわゆる受動的課題とし1000Ｈｚと2000Hzの純音を８対２の割合で
呈示した。なお刺激系列には規則性をもたせた。その結果，脳波上の誘発電位の様相は個人間で異なっ
たが，各事例で定位反射性の脳波成分であるP300が認められ，呈示された刺激に対して定位的反応
を示すことができるという第Ⅱ部における知見は脳波指標からも支持された。また，重障者のなかに
は刺激呈示に対して定位反射が喚起されるにとどまらず，繰り返し刺激が呈示される過程で刺激の音
響的特徴を認知し，規則性を理解して予期可能な刺激を能動的に選択するレペルにまで至ったと考え
られる事例も存在した。
次に，同じ物理的特徴と刺激呈示割合であるが刺激系列に規則性が無いOddballParadigmに基づ
く条件を設定した。そして，具体的な働きかけによってこの選択的注意を援助的に獲得させることを
ねらったパラダイムを用い，その成果を考察した。この結果，全事例の結果で，働きかけの随伴が，
刺激に対する能動的注意を促進するのにきわめて有効であることが示唆された。
以上の選択的注意機能に関する基本的検討をふまえて，呼名刺激に対する認知過程を，同じく事象
関連電位を用いて検討した。本研究第Ⅱ部を含め，心拍指標を用いた先行諸研究からは，養育者の呼
名刺激が最も早期に定位的反応を喚起することがわかってきているものの，その認知に関しては，音
響的特徴を手がかりにしたものか，意味的側面に反応したものかは判断がなされていない。心拍に比
べ，より中枢に接近できると思われる脳波指標から得られる情報は，重障者の聴性認知機能の新たな
評価法に関する基礎的資料を提供できると考えられる。本検討の結果，P300の出現様相より４例中
３例で音声の言語的側面から自分の名前を認知していること及び刺激が呈示されている途中の段階で
自分の名前を認知していることが示唆された。このことから，第Ⅱ部において指摘された「呼名刺激
に対して能動的，随意的な反応を示す事例」のうち，少なくとも３事例は自分の名前を言語の意味的
側面から認知していたことが確認された。
第Ⅳ部重度脳障害事例における期待反応の形成過程に関する検討
第Ⅳ部では，第Ⅲ部までで示された「呼名に対する能動的反応」の分化をめざし，より高次な期待
反応の形成を試みた。「名前を呼ばれた後に，対象に快をもたらすような刺激が与えられる」といっ
た働きかけの時系列関係は臨床上よく目にすることができるが，これに準ずる場面を健常成人で再現
した場合，時間的に遅く到来する刺激を「待ち｣，「構え」るようになる。こうした予期的心理機能は
快を伴う場合，期待反応と称される。重障者における予期的心理機能の獲得は，たとえば先にあげた
ような臨床場面においては，「名前」に対する信号性の獲得がなされていることで，より着実に分化
すると思われる。ここでは，「名前」と「働きかけ」を一定の時間間隔で反復かつ継続的に呈示し，
その際の期待反応の形成過程を，脳波及び心拍指標から検討した。また，呼名の単独呈示に対して生
じる心拍反応の結果（第Ⅱ部）との関連でも考察を加えた。
その結果，行動上の変化からは心理的変化を捉えることが困難な事例においても，脳波指標からは
期待反応の形成を指摘できた。また，この反応はほとんどの事例で経日的に明瞭さを増した。さらに，
呼名の単独呈示に対して生じる心拍反応との関連からは次のことが示された。すなわち，呼名に対し
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て定位的減速反応が生じる事例では，心拍上は能動的加速反応が優勢に出現するようになった。他方，
呼名に対して能動的二相性反応が生じる事例では，実験期間を通して情動行動もよくみられるように
なり，期待反応を反映する三相性の心拍変動を示した。以上の結果は，具体的かかわりの継続が，彼
らの刺激受容に関して，定位的反応を能動的反応へ，そして能動的反応をより高次な期待反応へと，
発達的に高い水準への移行を促すことを示唆する。
終章
以上に要約した４部にわたる検討結果をふまえて，健常乳児や重障児。者などの発達初期段階にお
けるの外界刺激に対する能動的反応の発生。発達過程について，発達モデルの構築を試みた。そして，
ここで提起したモデルは個体発生の初期段階における認識活動の発達構造を，生活経験要因との関連
から理解するためのひとつの重要な枠組みであると考えられた。そして認識活動の形成を困難にする
重い脳機能障害という生物学的要因の影響を，生活経験を通して克服していく過程を客観的に把握す
る上でも有効なモデルであると考えられた。
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学位論文審査結果の要旨
発達の初期段階で重篤なび慢性脳障害を受けると，心身の諸機能に重度で重複した障害が現れる。
このような事例を重症心身障害児。者（重障者）といい，１万６千人余が医療機関に措置入院してい
るが，在宅者を含めるとその数は３万人から５万人に上ると指摘されている。しかも，近年の救命。
延命医療の進歩により，少子化の中でむしろ増加傾向を示し，その障害もさらに重度化。重複化して
いる。
重障者は刺激作用や働きかけに対して「反応がない，乏しい」とされ，’決。不快の情動や欲求の表
出さえ困難な事例も少なくない。そのため，生活支援と発達援助の適切な内容と妥当な方法を策定す
ることが極めて困難である。この問題の克服が，家族をはじめ，医療，福祉，教育などの分野で療育
にかかわる人々にとって焦眉の課題となっている。
本論文は，そのような問題意識の下で，最重度の事例を対象として，刺激作用や働きかけに対する
能動的反応の発達過程を生理心理学的方法によって明らかにし，援助の指針を提起することを目的に
している。これを達成するために必要な個別課題の検討-結果が，１４章からなる４部構成で報告されて
いる。
第１部（１－５章）では，重障者の脳機能障害実態を末梢から中枢にわたって多水準的に診断する
ための指標（各種脳波誘発電位）と，行動観察では把握困難な，刺激や働きかけに対する反応を客観
的に評価するための生理心理学的指標（心拍変動）の基礎的検討がなされた。特に後者に関しては，
自律神経系機能評価の指標として近年関心を集めている呼吸性心拍変動（呼吸性洞不整脈；RSA）に
注目して，健常者を対罎象にしたデータも踏まえながら，ＲＳＡの出現動態に心的緊張状態や持続的注
意が反映されることを明らかにした。
第Ⅱ部（６－７章）では，健常乳児３人の生後半年間，そして重障事例７人の３－１２年間にわたる
データをもとに，日常生活経験の中で最も早期に信号的意義が獲得される養育者による名前の呼びか
け（呼名）という聴覚刺激に対する心拍反応を縦断的に分析した。その結果，呼名刺激に対する反応
の発達的推移，すなわち受動的なものから選択的，能動的なものへの変化を，心拍指標の一過性反応
パタンと持続的変動（RSA出現動態）によって客観的に把握し得ることを明らかにした。
第Ⅲ部（８－１１章）では，脳波事象関連電位指標（P300）を用いて，聴覚刺激の弁別と選択的注
意機能の客観的評価を試みた。通常の実験事態（オッドポール・パラダイム）に発達援助の視点から
の工夫を加えることにより，標的刺激への注意を促進させ得ることと，名前の認知水準の評価が可能
であることを実証した。
第Ⅳ部（12-14章）では，「呼名後に，快の情動をもたらす働きかけを即時に随伴する」という，
日常的療育場面に近似の事態を設定して，呼名刺激に対薑する能動的反応，特により高次な期待反応の
形成を実験的に試みた。その結果，行動観察上では変化が認められない事例においても，このような
手続きの下で期待反応を形成することが可能であることを，脳波事象関連電位指標（CNV）及び心
拍指標にもとづいて明らかにした。
以上の４部にわたる検討結果をふまえて，終章では心拍反応の発達モデルを提起し，これが重度脳
障害事例における外的環境に対する能動性の獲得過程を客観的に把握し，療育の指針を策定する上で
有効であると結論している。
本論文で報告された上述の諸結果は，初期発達に関する新たな心理学的知見としてだけでなく，
｢反応がない，乏しい」重障児。者への援助をどのように組織するかという，医療，福祉，教育分野
における現実的課題の解決に貢献し得るものとして，高く評価される。
生理心理学という基礎的方法論を用いてこのような実践的，臨床的意義を有する成果をあげること
ができたのは，本研究が一貫して次の三点を重視した手続きで進められたことによる。第一に，用い
る各種電気生理学的測度が発達研究の指標としての妥当性を有するか否かを，健常乳児や健常者を対
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象にしたデータも含めて綿密に検証している（指標の妥当性の検証)。第二に，それらの指標の活用
にあたり，通常の検査的適用だけではなく，可能な限り日常療育場面に近似した条件を考案し，導入
している（日常性の重視)。そして第三は，遡及的分析も含めて，長期間にわたる事例の追跡的検討
を試みたことである（縦断的研究)。これらの手続きは従来から発達研究において重要なものとされ
てきたが，きわめて多大な研究的労力を要することなどから，実際に遂行できた研究は多くない。本
研究ではこれらの手続きを着実に進めており，発達研究として質の高い成果を得ている。
本論文提出者（水田敏郎）は，過去６年間（社会環境科学研究科在籍４年間，日本学術振興会特別
研究員（PD）２年間）に意欲的な研究活動を進め，学術論文６編，国内学会発表12件，国際学会発
表２件の業績をあげている。本論文の内容はすべてこれらを通して公表されている。特に，本研究の
中核をなす第Ⅱ部，第Ⅳ部の成果は，日本小児精神神経学会と日本特殊教育学会の機関誌各々に２編
ずつ，審査を経て掲載され，高い評価を得た。
本審査委員会は，関連領域の専門家の参加を得て開催された論文検討蕾会での評価も踏まえて，本論
文が博士（学術）を授与するに相応しいとの結論で一致し，合格と判定した。
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